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【手続補正書】
【提出日】平成30年5月24日(2018.5.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　以下を含む半導体装置：
　　符号化対象フレームのハッシュ値を生成するハッシュ生成器；
　　前記ハッシュ生成器で生成するハッシュ値を記録する参照ハッシュリスト；
　　前記ハッシュ生成器で生成するハッシュ値と前記参照ハッシュリスト内のハッシュ値
とを比較するフレームモード判定部；
　　前記符号化対象フレームを画面内予測するイントラ予測部、
　ここで、前記符号化対象フレームのハッシュ値と前記参照ハッシュリスト中のハッシュ
値が一致する場合には、前記イントラ予測部は符号化処理を省略し、前記参照ハッシュリ
スト中のハッシュ値に対応する符号化情報を出力する。
【請求項２】
　請求項１の半導体装置において、
　前記符号化対象フレームのハッシュ値と前記参照ハッシュリスト中のハッシュ値が一致
しない場合には、前記イントラ予測部は画面内予測を行う。
【請求項３】
　請求項２の半導体装置において、さらに、以下を含む：
　　インター予測部；
　　物理参照フレームを格納するフレームメモリ、
　ここで、前記符号化対象フレームのハッシュ値と前記参照ハッシュリスト中のハッシュ
値が一致しない場合には、前記インター予測部は前記物理参照フレームとの画面間予測を
行う。
【請求項４】
　請求項３の半導体装置において、さらに、以下を含む：
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　前記インター予測部にて生成されたインター予測誤差と前記イントラ予測部にて生成さ
れたイントラ予測誤差の比較を行い、予測誤差の小さい方を符号化モードとして選択し、
その選択したモードの予測誤差データを選択予測誤差として選択する予測モード判定部。
【請求項５】
　請求項１から４のいずれか１項の半導体装置において、
　前記ハッシュ生成器は、ハッシュ値の生成単位を、輝度・色差別、スライスの符号化単
位別、注目領域・非注目領域別のいずれかに分けて、ハッシュ値を生成する。
【請求項６】
　請求項１から４のいずれか１項の半導体装置において、さらに、以下を含む：
　前記ハッシュ生成器の前に前記符号化対象フレームを平準化するハッシュフィルタ。
【請求項７】
　請求項１または２の半導体装置において、
　前記ハッシュ生成器と前記参照ハッシュリストと前記フレームモード判定部と前記イン
トラ予測部とを１つの半導体基板上に構成する。
【請求項８】
　請求項３または４の半導体装置において、
　前記ハッシュ生成器と前記参照ハッシュリストと前記フレームモード判定部と前記イン
トラ予測部と前記インター予測部とを１つの半導体基板上に構成し、
　前記フレームメモリを前記半導体基板とは異なる半導体基板上に構成する。
【請求項９】
　請求項１の半導体装置において、さらに、以下を含む：
　　前記符号化対象フレームの画像データと符号化済みの画像データから生成される予測
画像データの差分を算出する減算器；
　　前記減算器で計算される差分データを周波数領域に変換する直交変換部；
　　前記直交変換部で周波数領域に変換されるデータを量子化する量子化部；
　　前記量子化部で量子化されるデータを可変長符号に変換する符号化部；
　　前記量子化部で量子化されるデータを逆量子化する逆量子化部；
　　前記逆量子化部で逆量子化されるデータを逆直交変換する逆直交変換部、
　ここで、前記符号化対象フレームのハッシュ値と前記参照ハッシュリスト中のハッシュ
値が一致する場合には、前記減算器、前記直交変換部、前記量子化部、前記逆量子化部お
よび前記逆直交変換部の処理を停止する。
【請求項１０】
　以下のステップを含む画像符号化方法：
（ａ）符号化対象フレームのハッシュ値を生成するステップ；
（ｂ）前記ハッシュ値を参照ハッシュリストに記録するステップ；
（ｃ）前記（ａ）ステップで生成したハッシュ値と前記（ｂ）ステップで記憶したハッシ
ュ値とを比較するステップ；
（ｄ）前記（ｃ）ステップでハッシュ値が一致しない場合、前記符号化対象フレームを画
面内予測するステップ；
（ｅ）前記（ｃ）ステップでハッシュ値が一致する場合、符号化処理を省略し、前記参照
ハッシュリスト中のハッシュ値に対応する符号化情報を出力するステップ。
【請求項１１】
　請求項１０の画像符号化方法において、さらに、以下のステップを含む：
（ｆ）前記（ｃ）ステップでハッシュ値が一致しない場合、前記符号化対象フレームを画
面間予測するステップ。
【請求項１２】
　請求項１１の画像符号化方法において、さらに、以下のステップを含む：
（ｇ）前記（ｆ）ステップで生成されたインター予測誤差と前記（ｄ）ステップで生成さ
れたイントラ予測誤差の比較を行い、予測誤差の小さい方を符号化モードとして選択し、
その選択したモードの予測誤差データを選択予測誤差として選択するステップ。
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【請求項１３】
　請求項１０から１２のいずれか１項の画像符号化方法において、
　前記（ａ）ステップはハッシュ値の生成単位を、輝度・色差別、スライスの符号化単位
別、注目領域・非注目領域別のいずれかに分けて、ハッシュを生成する。
【請求項１４】
　請求項１０から１２のいずれか１項の画像符号化方法において、さらに、以下のステッ
プを含む：
（ｈ）前記（ａ）ステップの前に前記符号化対象フレームを平準化するステップ。
【請求項１５】
　請求項１０の半導体装置において、
　前記（ｅ）ステップは、減算処理、直交変換処理、量子化処理、逆量子化処理および逆
直交変換処理を停止する。
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